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京滋 FS 事業が開始されて以来、これまで、JICA カウンターパート研修への協力、アジ
アの開発途上国からの見学者の受け入れなど 5 回のプログラムを実施しました。 
 
(1) 2008 年 10 月、JICA カウンターパート研修への協力 
国際協力機構（JICA）がバングラデシュ農村公社（BRDB）に協力し実施中の「行政と
住民のエンパワメントを通じた参加型農村開発プロジェクトフェーズ 2（PRDP – II）」の
カウンターパート研修（平成 20 年 10 月 5 日～11 月 1 日）に、安藤と矢嶋が協力しました。
研修の目的は、日本の地域振興策とそれに対する地方行政と住民参加の役割を学び、プロ
ジェクト運営に活かそうとするものです。 
研修員は BRDB のアミヌル・イスラム・カーンさん（Mr. Khan Md. Aminur Rahman、
リンクモデル推進室課長）とハサヌル・ホック・モラさん（Mr. Molla Muhammad Hasanul 





10 月 14 日から 21 日までの京滋地区の研修では、農村の過疎の現状や地域の文化に根差
した地域振興の事例として、京都府亀岡市役所及び篠町自治会、南丹市美山支所と北集落、
滋賀県甲良町役場及び自治会において、地方行政と住民自治、美山町北集落の地域振興活
動などを見学しました。10 月 22 日から 26 日は、広島平和公園見学の後、広島県中国山地
の中山間地で、過疎高齢化地における地域振興策と、女性たちの生活改善事業を訪問しま
した。10 月 29 日から 31 日まで、研修のまとめとしてアクションプランを作成しました。
その間、10 月 15 日に東南アジア研究所東棟 1 階会議室で、｢『行政と住民のエンパワメン
トを通じた参加型農村開発プロジェクト（フ










(2) 2009 年 2 月、バングラデシュ･ラオス・ミャンマーの見学者受け入れ 
ラオス国立大学農学部の教員 3 名、バングラデシュ 3 名、ミャンマー1 名の NGO 関係者、
計 7 名が 2 月 25 日から 3 月 13 日まで来日し、亀岡市文化資料館、篠町自治会、南丹市美
山町知井自治振興会、守山市野洲町などを訪問し、伝統文化の保存の必要性、自治会活動、
過疎と高齢化が進む日本農村の現状視察と住民交流、生存基盤科学研究ユニット FS 活動、
河川改修事業などを見学しました。3 月 5 日に亀岡 FS を訪ね、プロジェクト保津川の活動
と保津川舟運の歴史を聞いた後、保津川遊船の船頭さんとバングラデシュの参加者との竹
竿操舟などの交流が行われました。守山 FS には 3 月 7 日から 10 日まで滞在し、守山漁協
の婦人部の食品加工作業を視察した後、漁師さんたちの琵琶湖保全活動の説明を聞き、琵
琶湖で漁船に乗せてもらいました。3 月 8 日の守山 FS の研究会では、各国の参加者がそれ
ぞれの活動について発表しました。また、野洲川河川改修事業、野洲川の水系、高谷先生
の開発集落を見学させていただきました。その間の 3 月 4 日に広島平和公園を訪問しまし




写真 1 亀岡 FS における研修 
 
 













モハマッド･ミザヌール･ラーマン(Mohammad Mizanor Rahman) 
エムディ･アジム･ウッディン(Md. Azim Uddin) 
エムディ・ショヒドゥール・ラーマン･ミア・(Md. Shahidur Rahman Miah) 
ラオス国立大学農学部ラオ伝統農具農民博物館・教員 
イントン・ソンプー、（Mr. Inthong Somphou） 
ブントン・カオチャンダ（Mr. Bounthone Kaojanda） 
スパポン・ラッタナラシ(Mr. Souphaphone Rattanarasy) 
ミャンマー 在ヤンゴン日本語学校・教員 
キン・オンマル・フトェエ（Mrs Khin Ohnmar Htwe） 
 
(3) 2009 年 8 月～9月、バングラデシュ NGO 職員の見学受け入れ 
2009 年 8 月 25 日～9月 5 日まで日本滞在 
8 月 28 日の東京で開催された「社会的ソフトウェア構築ワークショップ ～『世界を対
象としたニーズ対応型地域研究推進事業：南アジア周縁地域の開発と環境保全のための当
事者参加による社会的ソフトウェア研究』成果報告会～」で発表するために来日したバン
グラデシュの NGO 社会奉仕協会（Society for Social Service: SSS）職員ビモル・コンティ・
クリさん(Mr. Bimal Kanti Kuri)とナズムン・ナヘル・カイザーさん（Nazmun Naher 
Kaizer; Shampa）の 2 名が、伝統文化を通した新しい農村振興、過疎と高齢化が進む中山





















(4) 2009 年 11 月、インドのアルナチャル・プラデシュ州の見学者の受け入れ 
11月 27日、インドのアルナチャル・プラデシュ州のリンチン･ツェリンさん（Mr. Rinchin 













レター第 13 号を参照してください。 
 
(5) 2010 年 1 月、ミャンマーからの見学者訪問 
2010年1月25日から2月4日まで、ミャンマーのキン・ウさん(Khin Oo、Yezin Agricultural 




写真 3 守山 FS の報告検討会 














設置を通した新しい農村開発の試みと、京滋 FS 事業との連携を進めています。京滋 FS 事
業の成果や日本の農村振興策の経験や知識を、ラオスの農村開発に活かすとともに、交流
を通してお互いの理解を深めることを目指しています。この活動に関連して、2009 年 2 月












































博物館のイントン (Mr. Inthong Somphou)、
ブントン(Mr. Bounthone Kanjanda)、スパポ
ン(Mr. Souphaphone Rattanarasy)の 3 氏が
プロジェクト担当に決まりました。博物館内
にプロジェクト事務所を置くこと、担当者 3
名が 2009 年 2 月 25 日から 3 月 13 日まで日
本を訪問することが承認されました。 








2009 年 2 月 25 日から 3 月 13 日まで滞在し、文化に根差した農村振興や日本の農村の現
写真 5 農学部ラオ伝統農具農民博物館 





































2009 年 8 月、タチャンパ村の村役、農学部博物館の担当が打ち合わせ、小学校のグラウ










た。2009 年 10 月、建物の最終デザインが承
認され、建設スケジュール、村人の役割分担
と建設委員（監督、資材調達、建設）委員選
出などが行われました。当初 2010 年 2 月に











たのを受け、現在、農学部が PADETC の支援を受け今後の計画を立てています。 
 
(5) インターナショナルワークショップの開催 
G-COE のイニシアティブ 2、G-COE ラオス FS、トヨタ財団アジア隣人ネットワーク、
科研「ベンガル湾縁辺における自然災害との共生を目指した在地のネットワーク型国際共
同研究」との合同による国際ワークショップが、ラオス国立大学農学部ナボン・キャンパ
スにおいて、2010 年 2 月 17 日から 19 日まで開催されました。農学部博物館の担当者が、
中心となってワークショップの運営をしました。 
International Workshop on “The Alternative value of Traditional Agriculture for 
Education, Research and Development”というタイトルで開催されたワークショップでは、




写真 9 タチャンパ村集落資料館建設模型 

















写真 11 ワークショップ記念撮影 
